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１２月の行事予定12月 4日 (土) 人権週間→10日まで 師走の風が冷たさを増し、コートの襟

7日 (火) 大雪 を立て 足早に歩く人が多くなりました。

13日 (月) 正月事始め・煤払い コロナ禍は少し収まりを見せ、年末恒

22日 (水) 冬至 例の様々な行事を心待ちにされる方もお

25日 (土) クリスマス いでのことでしょう。第6波が無いとは

31日 (金) 大晦日・大祓い 限らず、警戒を怠らないことが肝要です。

年の瀬も近付き、イルミネーションに飾ら

れた街は、華やかな輝きに包まれています。

去る10日は第2次岸田内閣が発足、矢継

ぎ早な経済対策を始め、過去最大の補正予

算案が閣議決定されました。コロナ第5波蔓

延が衰えを見せ、冷え切った世界経済に希望

を与えかけた矢先、寝耳に水の南ア新変異株 確

認のニュ―スが飛び込みました。免疫回避能力や高い

感染力を持つ恐れが有り、世界的に流行しているデル

タ株以上の脅威と言われます。対策の遅れや手薄さが

アフリカ発祥の新変異株を生んだとすれば、パンデミ

ックと対峙する時 自国の利益に固執することなく 世

界が一致団結して立ち向かうことの重要性を感じます。

一方、人と人との繋がりはオンライン会談や会議等

新しい試みを生み新しい価値観が芽生え始めています。

"禍を転じて福と為す"という諺があります。困難を

諦めず、逆境をバネに協調し、力に変えるのは今です。

さて刈谷市では今月１日から１２月定例議会を開会。

３回目ワクチン接種や地域経済の活性化等、市民生活

の安全・安心、快適なまちづくりの施策に質疑を通し

議論を深め、市民の声を伝える議会に努めて参ります。

12月 1日 (水) ～3日(金) 12月定例議会 本会議

7日 (火) ～10日(金) 12月定例議会 各常任委員会

16日 (木) 12月定例議会 予算審査特別委員会

17日 (金) 12月定例議会 本会議・議会ＩＣＴ委員会・全ト政策連合会総会

"シャーロック･ホームズの世界" への招待☆(Chapter3)

暗くしぐれる夕べも冷たい木枯らしの夜にも

扉を開けた途端、ほっとする温かな顔や匂いが

ありました。かつては地元の、小さな社交場…

さて、ここはどこでしょう？

11/1発行の＜№128＞の答えは半城土中町

フローラルガーデン近くのふたば公園でした。

住宅街の外れながら、程近い開発待ちの広い

敷地は写真愛好家のスポットでしたが今後は？

エジンバラは教授が科学捜査に携わった 英国最初の都市でした。19世紀初頭

には足跡を測る程度でしたが、やがて胃の内容物や血液採取により毒の有無を調

べるように。その後、撃ち込まれた弾丸や刺された角度もわかるようになり、ビ

クトリア朝後半には指紋鑑定技術が登場。科学の力が犯罪の闇に立ち向かおうと

する時代、その最前線にはリトルジョン博士と裏方を務めるベル博士がいました。

1878年、そうした時代を象徴するユージン・シャントレル事件が起きました。

フランス語教師ユージンの妻エリザベスは26才、3人の子どもを遺した早過ぎる

死。当時ガス漏れは珍しくなく、警察は事故として処理を進めていたが、警察医

リトルジョン博士は何か違和感を覚え、ベッドの周りを調べました。そこにエリ

ザベスの嘔吐物を見つけた博士は、彼女の死が事故ではなく毒殺だった事を証明。

当時はアヘン等の入手に規制がなく、ユージンは5ケ月前 妻に高額な保険をかけ

常時虐待も行っていました。事件は連日新聞を賑わし世間の耳目を集めたのです。

若きドイルが助手として間近に見た様々な事件。"間違いなくシャーロック・ホ

ームズはあなたのお陰です"恩師に宛てた手紙は生涯感謝と敬愛に溢れていました。

"まじめにコツコツ､

即 行動" 

頑張ります !!



　

１１月のフットワーク

刈谷市の全体の印象 刈谷市は２年毎に市民アンケートを実施し、市政に対し
市民の皆さんがどのような意見・要望を持っているのか
聞いています。

調査対象：18歳以上の市民５,０００人
回答者：3,266票 回収率：65.3％
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住みやすさ･住み続けたい割合は、2012年以降評価は

下り続けていたが今回は上昇に転じ高い水準となった。

まちづくりへの満足度は、やや低い評価で推移しており、

引き続き快適で賑わいあるまちづくりへの施策が課題。

　今回も地域コミュニティが課題。本市の自治会加入率は年々減少傾向にあり、近い
将来６割を割る事態が想定され、自治会の存在意義が問われるようになります。住民
ニーズの変化に合わせた自治会のあり方を見直す時期に来ているように感じます。

どちらかと言えばそう思う　と答えた割合

産業が活発だと思う

安心して水道が利用できると思う

安心して医療を受けられる環境が整っていると思う

子どもを産み育てやすいと思う

快適で便利な住環境が整備されていると思う

地域活動やボランティア活動が活発であると思う

休日などにリフレッシュできる場所がると思う

刈谷市に住む外国人と日本人は、異なる文化や習慣
を互いに認め合いながら暮らしていると思う

市民の意見が市政に反映されていると思う

地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた交流
が活発であると思う
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刈谷市のまちの現状

施政に対する現状の評価と今後の期待（市民ｱﾝｹｰﾄの続き）

第７次刈谷市総合計画の施策に対する市民が重要殿の高い施策と満足度の低い施策の結果です。

2018 2020

健康づくり活動や医療体制の充実 2位 1位

水道水の安定供給 1位 2位

防犯・交通安全対策の推進 4位 3位

防災・災害対策の推進 3位

公共下水道の整備・道路の整備 5位
4位

重要度が高いと思う５施策
調査年度

2018 2020

商業の振興 7位 1位

地域資源を活かした観光振興 1位 2位

効率的・効果的な行政経営 3位

市民相談体制の充実 5位

道路整備 15位

3位

満足度が低いと思う５施策
調査年度

重要度と満足度からニーズ得点を算出したもで、重要度が

高いほど、かつ満足度が低いほど点数が高くなる指標です。

　　〔ニーズ得点＝重要度得点Ｘ(6－満足度得点)〕

　市民から見た施政の重要度と満足度を相関させた市民ニーズの結果は、各分野事業

の優先度を示す軽重評価の重要指標、今後の議員活動の参考に活かして参ります。

ユタカ議員協議会（永井グループ）研修会（1１月４日）

高齢化の進展とコロナの影響で

健康への意識が高まっています。

身近な公園や体力づくりのでき

る施設の充実が求められている

ように思います。今後の整備充
実に向け尽力して参ります。

コロナの影響もあり、サービス

業への支援や生活不安に対する

相談体制への満足度が低い結果

になっているように思います。

地域経済や生活困窮への支援策
強化に注力して参ります。
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鉄道・バスなど公共交通の充実

子育てしやすい環境の整備

商業の振興

高齢者が暮らしやすい環境の整備

防災・災害対策の推進

社会保障制度の適正運用

防犯・交通安全対策の推進

道路の整備１位 道路の整備

２位 防犯・交通安全対策の推進

３位 社会保障制度の適正運用

４位 防災・災害対策の推進

５位 高齢者が暮らしやすい環境の整備

６位 商業の振興

７位 子育てしやすい環境の整備

８位 鉄道・バスなど公共交通の充実

９位 学校教育の内容や教育施設の充実

１０位 障害者にやさしい環境の整備

豊田自動織機㈱ 高浜工場

「水素社会に向けたの産業車両への取り組み」

水素燃料の

フォークリフト

カーボンニュートラルへの貢献を目的に

水素エネルギーを活用したフォークリフ

ト開発を進める水素ステーションを視察


